
藻場・種苗放流の適地調査

磯焼けが広がるとアワビ・サザエのすみかが失われ、
資源量の減少、放流した種苗の生残率低下の恐れが
あります

近年、府内沿岸域は藻場が衰退・消失する

「磯焼け」の初期段階と思われる漁場が見られます

昔と比べると藻場が減った

藻場がなくなり、漁場が狭くなった

このような地区はぜひご相談ください

京都府水産事務所 海のにぎわい企画課 担当:淵

しませんか？

種苗放流している漁場が適切かわからない

アワビ・サザエの種苗放流の適地調査を承ります

水産事務所・海洋センターでは

沿岸域の藻場調査

T E L：0772-25-3079

E-Mail：h-fuchi22@pref.kyoto.lg.jp

お問い合わせ先
昨年度
実績は
裏面へ



R7年度の実績例（伊根町泊地区）

調査

泊地区の12地点で、種苗放流の適地調査を実施

調査後、漁業者へ調査結果・種苗放流の手法を
フィードバック

フィードバック

調査時は立会い・用船をお願いしております

漁業者と協働して行う調査であることをご理解願います
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